
(57)【要約】

【課題】円筒体２の内面を完全に洗浄するとともに、洗

浄後の水切りも行う。

【解決手段】円筒体２を円筒体支持手段４によって回転

可能に支持し、回転手段１０によって回転させる。この

円筒体２の内部に挿入される挿入体６の先端に洗浄手段

３４を設ける。洗浄手段３４は先端部から順に、エアブ

ローノズル５０、リンス用液ノズル５２、ブラシ５４の

順に配置されている。洗浄手段３４を、回転する円筒体

２の内部に挿入していくときには、リンス用液ノズル５

２から液体を噴射し、続くブラシ５４によって濡れた内

面を擦って洗浄する。洗浄手段３４を円筒体２から抜き

出す際には、リンス用液ノズル５２から液体を噴射して

すすぎを行い、その後からエアブローノズル５０によっ

てエアを噴射して水切りを行う。この挿入体６の洗浄手

段３４は、円筒体２の軸線と一致するように支持ローラ

６４によって保持されている。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 円 筒 体 を 回 転 可 能 に 支 持 す る 円 筒 体 支 持 手 段 と 、 前 記 円 筒 体 を 回 転 さ せ る 回 転 手 段 と 、
先 端 に 洗 浄 手 段 を 有 し 、 前 記 円 筒 体 支 持 手 段 に 支 持 さ れ て い る 円 筒 体 内 に 挿 入 さ れ る 挿 入
体 と 、 こ の 挿 入 体 を 円 筒 体 の 軸 線 に 沿 っ て 往 復 動 さ せ る 往 復 駆 動 手 段 と を 備 え 、 前 記 円 筒
体 を 回 転 さ せ つ つ 、 前 記 挿 入 体 を 挿 入 し て 円 筒 体 の 内 面 を 洗 浄 す る 円 筒 体 洗 浄 装 置 に お い
て 、
　 前 記 洗 浄 手 段 が 、 気 体 ノ ズ ル 、 液 体 ノ ズ ル お よ び ブ ラ シ を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 円 筒
体 洗 浄 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 挿 入 体 を 円 筒 体 中 空 部 内 の ほ ぼ 中 央 に 保 持 す る 挿 入 体 支 持 手 段 を 設 け た こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 円 筒 体 洗 浄 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 洗 浄 手 段 が 、 挿 入 体 の 先 端 部 側 か ら 気 体 ノ ズ ル 、 液 体 ノ ズ ル お よ び ブ ラ シ の 順 に 配
置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の 円 筒 体 洗 浄 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 挿 入 体 の 往 動 時 に は 前 記 液 体 ノ ズ ル か ら 液 体 を 噴 射 し 、 復 動 時 に は 液 体 ノ ズ ル か ら
液 体 を 噴 射 す る と と も に 、 気 体 ノ ズ ル か ら 気 体 を 噴 射 し て 水 切 り を 行 う こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 ３ に 記 載 の 円 筒 体 洗 浄 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 円 筒 体 支 持 手 段 は 、 前 記 挿 入 体 が 挿 入 さ れ る 側 を 基 準 と し て 円 筒 体 を 支 持 し 、 前 記
往 復 駆 動 手 段 は 、 前 記 円 筒 体 の 長 さ に 応 じ て 前 記 挿 入 体 を ス ト ロ ー ク さ せ る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ な い し 請 求 項 ４ の い ず れ か に 記 載 の 円 筒 体 洗 浄 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 円 筒 体 洗 浄 装 置 に 係 り 、 特 に 、 円 筒 体 の 内 面 の 洗 浄 を 行 う 円 筒 体 洗 浄 装 置 に 関
す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 円 筒 体 の 内 部 に 洗 浄 手 段 を 挿 入 し て 内 面 の 洗 浄 を 行 う 円 筒 体 洗 浄 装 置 は 従 来 か ら 知 ら れ
て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ ま た は 特 許 文 献 ２ 参 照 ） 。 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ た 深 穴 用 ブ
ラ シ 付 き ノ ズ ル は 、 ノ ズ ル 本 体 の 先 端 の オ リ フ ィ ス 周 辺 部 に ブ ラ シ が 着 脱 自 在 に 装 着 さ れ
て い る 。 前 記 ノ ズ ル 本 体 は 、 内 部 に コ ン プ レ ッ サ ー か ら の 高 圧 水 が 通 る 水 路 が 設 け ら れ 、
こ の 水 路 か ら の 高 圧 水 を 噴 出 す る オ リ フ ィ ス 孔 が 対 称 に 位 置 す る ２ 個 所 に 開 口 さ れ て い る
。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の 深 穴 用 ブ ラ シ 付 き ノ ズ ル は 、 ワ ー ク の 深 穴 の 内 部 に 挿 入 し て 、 先 端 よ り 高 圧 水 を 放
射 状 に 噴 出 し 回 転 さ せ な が ら バ リ 取 り を 行 う よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 特 許 文 献 ２ に 記 載 さ れ た 発 明 に 係 る パ イ プ の 自 動 洗 浄 装 置 は 、 横 長 箱 形 の 固 定 フ
レ ー ム 内 に 、 パ イ プ を 水 平 状 に 支 持 す る 一 対 の 第 １ ロ ー ラ お よ び 第 ２ ロ ー ラ を 持 っ た 支 持
装 置 を 設 け る 一 方 、 前 記 第 １ ロ ー ラ を 駆 動 し て 前 記 パ イ プ を 回 転 さ せ る 回 転 装 置 を 設 け て
い る 。 ま た 、 前 記 パ イ プ 内 に 挿 入 可 能 な 杆 状 の 第 １ 移 動 体 を 往 復 動 可 能 に 設 け て 、 こ の 第
１ 移 動 体 の 先 端 部 に 、 前 記 パ イ プ の 内 周 面 に 向 け て 洗 浄 液 を 吹 き 付 け る 第 １ ノ ズ ル を 支 持
し て い る 。 さ ら に 、 前 記 第 １ 移 動 体 の 復 動 時 に 前 記 パ イ プ の 内 表 面 に 向 け て 加 圧 空 気 を 吹
き 付 け る 第 １ エ ア ー 吹 き 付 け 具 を 設 け て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の 特 許 文 献 ２ に 記 載 さ れ た パ イ プ の 自 動 洗 浄 装 置 で は 、 前 記 移 動 体 を 往 動 さ せ 、 前 記
ノ ズ ル か ら の 高 圧 洗 浄 水 を 回 転 中 の パ イ プ の 内 表 面 に 向 け て 吹 き 付 け て 洗 浄 す る 。 こ の 洗
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浄 液 に よ る 洗 浄 が 終 わ る と 、 エ ア 供 給 源 か ら の 加 圧 空 気 を 第 １ エ ア ー ノ ズ ル に 供 給 し 、 加
圧 空 気 を 前 記 回 転 中 の パ イ プ の 内 表 面 に 向 け て 吹 き 付 け て 、 こ の 内 表 面 に 付 着 し た 洗 浄 液
の 水 滴 を 吹 き 落 と し な が ら 、 移 動 体 の 復 動 方 向 に 掻 き 寄 せ て 、 パ イ プ 内 の 水 滴 を パ イ プ 端
縁 か ら 外 部 に 除 去 す る よ う に し て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ８ － ９ ０ ３ ５ １ 号 公 報 （ 第 ３ 頁 、 図 １ ）
【 特 許 文 献 ２ 】 実 開 昭 ６ ０ － ３ ６ ７ 号 （ 明 細 書 第 ４ － １ ４ 頁 、 図 １ ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 前 記 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ た 発 明 の 構 成 で は 、 深 穴 の 内 部 に 高 圧 水 を 吹 き 付 け な が ら ブ
ラ シ に よ る 接 触 回 転 で バ リ 取 り を 行 う よ う に な っ て い る が 、 洗 浄 後 の 水 切 り を 行 う た め の
構 成 は 備 え て い な い 。 ま た 、 特 許 文 献 ２ に 記 載 さ れ た 発 明 の 構 成 で は 、 高 圧 水 に よ る 洗 浄
を 行 っ た 後 、 加 圧 空 気 を 吹 き 付 け て 水 切 り を 行 う よ う に し て い る が 、 高 圧 水 を 吹 き 付 け る
だ け で は 充 分 な 洗 浄 効 果 を 得 る こ と が で き な い 。 し か も 、 パ イ プ が 長 い 場 合 に は 、 移 動 体
を 奥 ま で 挿 入 す る と 重 力 に よ り 先 端 部 が 下 が っ て し ま い 、 パ イ プ の 上 方 の 面 が よ く 洗 え な
か っ た り 、 水 切 り を し て も 水 滴 が 残 留 し て し ま う と い う 問 題 が あ っ た 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 し た 発 明 は 、 円 筒 体 を 回 転 可 能 に 支 持 す る 円 筒 体 支 持 手 段 と 、 前 記 円 筒
体 を 回 転 さ せ る 回 転 手 段 と 、 先 端 に 洗 浄 手 段 を 有 し 、 前 記 円 筒 体 支 持 手 段 に 支 持 さ れ て い
る 円 筒 体 内 に 挿 入 さ れ る 挿 入 体 と 、 こ の 挿 入 体 を 円 筒 体 の 軸 線 に 沿 っ て 往 復 動 さ せ る 往 復
駆 動 手 段 と を 備 え 、 前 記 円 筒 体 を 回 転 さ せ つ つ 、 前 記 挿 入 体 を 挿 入 し て 円 筒 体 の 内 面 を 洗
浄 す る 円 筒 体 の 洗 浄 装 置 に お い て 、 前 記 洗 浄 手 段 が 、 気 体 ノ ズ ル 、 液 体 ノ ズ ル お よ び ブ ラ
シ を 備 え た こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 請 求 項 ２ に 記 載 し た 発 明 は 、 前 記 挿 入 体 を 円 筒 体 中 空 部 内 の ほ ぼ 中 央 に 保 持 す る
挿 入 体 支 持 手 段 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 し た 発 明 は 、 前 記 洗 浄 手 段 が 、 挿 入 体 の 先 端 部 側 か ら 気 体 ノ ズ ル 、 液 体
ノ ズ ル お よ び ブ ラ シ の 順 に 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 請 求 項 ４ に 記 載 し た 発 明 は 、 前 記 挿 入 体 の 往 動 時 に は 前 記 液 体 ノ ズ ル か ら 液 体 を 噴 射 し
、 復 動 時 に は 液 体 ノ ズ ル か ら 液 体 を 噴 射 す る と と も に 、 気 体 ノ ズ ル か ら 気 体 を 噴 射 し て 水
切 り を 行 う こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 請 求 項 ５ に 記 載 し た 発 明 は 、 前 記 円 筒 体 支 持 手 段 は 、 前 記 挿 入 体 が 挿 入 さ れ る 側 を 基 準
と し て 円 筒 体 を 支 持 し 、 前 記 往 復 駆 動 手 段 は 、 前 記 円 筒 体 の 長 さ に 応 じ て 前 記 挿 入 体 を ス
ト ロ ー ク さ せ る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 に 係 る 円 筒 体 洗 浄 装 置 は 、 洗 浄 手 段 と し て 気 体 ノ ズ ル 、 液 体 ノ ズ ル お よ び ブ ラ シ
を 設 け た の で 、 円 筒 体 の 内 面 を 効 果 的 に 洗 浄 す る こ と が で き る と と も に 、 洗 浄 後 の 水 切 り
ま で 行 う こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 円 筒 体 を 支 持 手 段 に よ っ て 支 持 し 、 回 転 手 段 に よ っ て 回 転 さ せ る 。 一 方 、 こ の 円 筒 体 の
中 空 部 に 挿 入 さ れ る 挿 入 体 に は 洗 浄 手 段 を 設 け 、 往 復 駆 動 手 段 に よ っ て 前 記 回 転 す る 円 筒
体 の 内 部 に 挿 入 し 、 ま た 退 避 さ せ る 。 前 記 洗 浄 手 段 に 、 気 体 ノ ズ ル 、 液 体 ノ ズ ル お よ び ブ
ラ シ を 設 け る こ と に よ っ て 、 効 果 的 な 洗 浄 お よ び 水 切 り を 行 う と い う 目 的 を 達 成 す る 。
【 実 施 例 １ 】
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【 ０ ０ １ ４ 】
　 以 下 、 図 面 に 示 す 実 施 例 に よ り 本 発 明 を 説 明 す る 。 図 １ は 本 発 明 の 一 実 施 例 に 係 る 円 筒
体 洗 浄 装 置 の 正 面 図 、 図 ２ は そ の 平 面 図 、 図 ３ は 図 １ の 左 側 面 図 で あ る 。 図 １ お よ び 図 ２
の 左 側 に 円 筒 体 ２ を 回 転 可 能 に 支 持 す る 円 筒 体 支 持 手 段 ４ が 設 け ら れ 、 図 の 右 側 に 前 記 円
筒 体 ２ の 内 部 に 挿 入 さ れ て 内 面 を 洗 浄 す る 挿 入 体 ６ が 配 置 さ れ て い る 。 こ の 挿 入 体 ６ は 、
図 の 左 側 に 配 置 さ れ て い る 前 記 円 筒 体 支 持 手 段 ４ 方 向 に 向 か っ て 進 退 動 す る よ う に な っ て
い る 。 こ れ ら 円 筒 体 支 持 手 段 ４ お よ び 挿 入 体 ６ は 、 洗 浄 室 ８ 内 に 収 容 さ れ て お り 、 こ の 洗
浄 室 ８ の 一 部 （ 図 ３ に 開 閉 す る 部 分 ８ ａ を 想 像 線 で 示 す ） を 開 閉 し て 前 記 円 筒 体 ２ の セ ッ
ト お よ び 洗 浄 後 の 取 り 出 し 等 の 作 業 を 行 う 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 前 記 円 筒 体 ２ は 、 挿 入 体 ６ 側 の 端 面 （ 図 １ お よ び 図 ２ の 右 端 面 ） を 基 準 と し て 、 前 記 円
筒 体 支 持 手 段 ４ に セ ッ ト さ れ る よ う に な っ て お り 、 そ の 基 準 位 置 に 、 円 筒 体 ２ を 支 持 す る
支 持 手 段 ４ と 、 円 筒 体 支 持 手 段 ４ に 支 持 さ れ て い る 円 筒 体 ２ を 回 転 さ せ る 回 転 手 段 １ ０ が
設 け ら れ て い る （ 図 ３ お よ び 図 ４ 参 照 ） 。 円 筒 体 支 持 手 段 ４ お よ び 回 転 手 段 １ ０ は 、 円 周
上 に 等 間 隔 で 配 置 さ れ た 複 数 （ こ の 実 施 例 で は 等 間 隔 で ３ 個 所 ） の 支 持 ロ ー ラ １ ２ に 、 回
転 自 在 に 支 持 さ れ て い る リ ン グ １ ４ と 、 こ の リ ン グ １ ４ と 一 体 の 円 筒 体 保 持 用 ギ ヤ １ ６ を
有 し て い る 。 こ の 保 持 用 ギ ヤ １ ６ の 、 円 筒 体 ２ を 保 持 す る 側 （ 図 ４ の 左 側 ） の 面 に 円 筒 状
の 突 出 部 １ ６ ａ が 形 成 さ れ て い る 。 円 筒 体 支 持 手 段 ４ に 支 持 さ れ る 円 筒 体 ２ は 、 こ の 円 筒
状 突 出 部 １ ６ ａ の 外 面 に 嵌 合 さ れ 、 先 端 面 が 保 持 用 ギ ヤ １ ６ の 側 面 １ ６ ｂ に 当 て ら れ て 位
置 決 め さ れ る 。 こ の 保 持 用 ギ ヤ １ ６ の 突 出 部 １ ６ ａ が 設 け ら れ て い る 側 の 側 面 １ ６ ｂ が 、
円 筒 体 ４ を 円 筒 体 支 持 手 段 ４ に セ ッ ト す る 基 準 位 置 と な る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 前 記 円 筒 体 保 持 用 ギ ヤ １ ６ の 円 筒 状 突 出 部 １ ６ ａ の 外 周 側 に 抑 え 部 材 １ ８ が 設 け ら れ て
い る 。 保 持 用 ギ ヤ １ ６ の 側 面 の 外 周 寄 り に 形 成 さ れ た 取 り 付 け 部 ２ ０ を 貫 通 し て ピ ン ２ ２
が 保 持 用 ギ ヤ １ ６ の 半 径 方 向 に 移 動 自 在 に 支 持 さ れ て お り 、 こ の ピ ン ２ ２ に 前 記 抑 え 部 材
１ ８ が 固 定 さ れ て い る 。 こ の 抑 え 部 材 １ ８ は 、 ス プ リ ン グ ２ ４ に よ っ て 常 時 保 持 用 ギ ヤ １
６ の 軸 心 方 向 に 付 勢 さ れ て お り 、 前 述 の よ う に 保 持 用 ギ ヤ １ ６ の 円 筒 状 突 出 部 １ ６ ｂ に 嵌
合 し て 前 記 基 準 位 置 に セ ッ ト さ れ た 円 筒 体 ２ を 、 外 面 側 か ら 押 圧 し て 保 持 す る よ う に し て
い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 前 記 円 筒 体 保 持 用 ギ ヤ １ ６ は 、 回 転 用 モ ー タ ー ２ ６ （ 図 ３ 参 照 ） の 駆 動 に よ っ て 回 転 さ
れ る 駆 動 軸 ２ ７ に 固 定 さ れ た 駆 動 ギ ヤ ２ ８ に 噛 み 合 っ て お り 、 こ の 回 転 用 モ ー タ ー ２ ６ の
駆 動 に よ っ て 回 転 し 、 こ の 保 持 用 ギ ヤ １ ６ と 前 記 抑 え 部 材 １ ８ と に よ っ て 保 持 さ れ て い る
円 筒 体 ２ を 回 転 さ せ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ の 実 施 例 に 係 る 円 筒 体 の 洗 浄 装 置 で は 、 長 さ の 異 な る 各 種 の 円 筒 体 ２ の 洗 浄 が で き る
よ う に な っ て お り 、 前 記 円 筒 体 保 持 用 ギ ヤ １ ６ の 側 面 １ ６ ｂ に よ っ て 決 め ら れ た 基 準 位 置
か ら 、 図 ２ 中 に 想 像 線 で 示 す 位 置 ３ ０ ま で の 長 さ の 円 筒 体 ２ の 洗 浄 を 行 う こ と が 可 能 で あ
る 。 こ の よ う な 各 種 サ イ ズ の 円 筒 体 ２ を 回 転 自 在 に 支 持 で き る よ う に 、 円 筒 体 ２ を 設 置 す
る 位 置 の 両 側 の 複 数 個 所 に 支 持 ロ ー ラ ３ ２ が 配 置 さ れ て い る 。 な お 、 こ の 実 施 例 で は 、 ２
本 の 円 筒 体 ２ を 同 時 に 洗 浄 す る よ う に な っ て お り 、 平 行 し て ２ 本 の 円 筒 体 ２ を 支 持 で き る
よ う に そ れ ぞ れ ２ 列 ず つ ４ 列 の 支 持 ロ ー ラ ３ ２ が 配 置 さ れ て い る 。 但 し 、 一 度 に 洗 浄 す る
円 筒 体 ２ の 数 は ２ 本 に 限 る も の で は な く 、 １ 本 ま た は ３ 本 以 上 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 前 記 円 筒 体 ２ 内 に 挿 入 さ れ る 挿 入 体 ６ は 、 回 転 体 ２ 側 の 先 端 部 に 内 洗 用 の 洗 浄 手 段 ３ ４
が 取 り 付 け ら れ た ブ ラ シ 軸 （ 角 パ イ プ ） ３ ６ を 備 え て い る 。 こ の 挿 入 体 ６ の ブ ラ シ 軸 ３ ６
は 後 端 部 （ 図 １ お よ び 図 ２ の 右 端 部 ） が 、 挿 入 体 進 退 動 用 チ ェ ー ン ３ ８ に 連 結 さ れ 、 こ の
チ ェ ー ン ３ ８ の 走 行 に 伴 っ て 円 筒 体 ２ の 方 向 に 向 か っ て 往 復 動 す る 。 チ ェ ー ン ３ ８ は 、 円
筒 体 ２ 寄 り に 配 置 さ れ サ ー ボ モ ー タ ４ ０ に よ っ て 回 転 さ れ る 駆 動 ス プ ロ ケ ッ ト ４ ２ と 、 円
筒 体 ２ か ら 遠 い 側 に 設 置 さ れ た 従 動 ス プ ロ ケ ッ ト ４ ４ と に 掛 け 回 さ れ て お り 、 前 記 サ ー ボ

10

20

30

40

50

(4) JP 2007-7532 A 2007.1.18



モ ー タ ４ ０ の 駆 動 に よ っ て 走 行 し 、 前 記 ブ ラ シ 軸 ３ ６ を 円 筒 体 ２ 方 向 に 往 復 動 さ せ る 。 こ
れ ら サ ー ボ モ ー タ ４ ０ 、 駆 動 ス プ ロ ケ ッ ト ４ ２ 、 従 動 ス プ ロ ケ ッ ト ４ ４ お よ び チ ェ ー ン ３
８ 等 に よ り 挿 入 体 ６ の 往 復 駆 動 手 段 ４ ６ が 構 成 さ れ て い る 。 前 記 円 筒 体 ２ と 駆 動 ス プ ロ ケ
ッ ト ４ ２ の 間 の 上 下 に 、 往 復 動 す る ブ ラ シ 軸 ３ ６ を 支 持 す る 支 持 ロ ー ラ ４ ８ が 配 置 さ れ て
い る 。 こ れ ら 支 持 ロ ー ラ ４ ８ に 支 持 さ れ 、 前 記 チ ェ ー ン ３ ８ の 走 行 に よ っ て 往 復 動 す る 挿
入 体 ６ の ブ ラ シ 軸 ３ ６ の 軸 線 は 、 前 記 円 筒 体 支 持 手 段 ４ に 支 持 さ れ て い る 円 筒 体 ２ の 軸 線
に 一 致 し て お り 、 円 筒 体 ２ の 中 心 部 に 挿 入 さ れ て 、 同 一 軸 線 上 を 往 復 動 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 挿 入 体 ６ の ブ ラ シ 軸 ３ ６ の 先 端 部 に 洗 浄 手 段 ３ ４ が 取 り 付 け ら れ て い る 。 こ の 洗 浄 手 段
３ ４ は 、 図 ５ に 拡 大 し て 示 す よ う に 、 先 端 部 側 （ 図 １ 、 図 ２ お よ び 図 ５ の 左 端 部 側 ） か ら
順 に 、 円 筒 体 ２ の 内 面 に エ ア を 噴 射 す る エ ア ブ ロ ー ノ ズ ル （ 気 体 ノ ズ ル ） ５ ０ 、 液 体 を 噴
射 す る リ ン ス 用 液 ノ ズ ル （ 液 体 ノ ズ ル ） ５ ２ お よ び ブ ラ シ ５ ４ が 取 り 付 け ら れ て い る 。 エ
ア ブ ロ ー ノ ズ ル ５ ０ は 、 前 記 ブ ラ シ 軸 （ 角 パ イ プ ） ３ ６ 内 を 通 る エ ア ホ ー ス ５ ６ に よ っ て
送 ら れ た エ ア を 、 全 周 か ら 噴 射 で き る よ う に エ ア 通 路 ５ ０ ａ が 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 リ
ン ス 用 液 ノ ズ ル ５ ２ は 、 こ の 実 施 例 で は 真 上 を 向 け て １ 個 だ け 設 け ら れ て お り 、 前 記 ブ ラ
シ 軸 ３ ６ 内 を 通 る 液 ホ ー ス ５ ８ に よ っ て リ ン ス 用 ポ ン プ ５ ９ か ら 送 ら れ た 液 体 を 、 円 筒 体
２ の 上 面 中 央 部 に 向 け て 噴 射 す る 。 噴 射 さ れ た 液 体 は 、 円 筒 体 ２ の 上 面 中 央 部 か ら 両 側 に
分 か れ 、 円 筒 体 ２ の 内 面 に 沿 っ て 下 面 ま で 流 れ 落 ち る 。 こ の リ ン ス 用 液 ノ ズ ル ５ ２ か ら 噴
射 さ れ る 液 体 の 噴 射 圧 力 は 高 圧 で あ る 必 要 は な く 、 低 圧 で 充 分 で あ る 。 ブ ラ シ ５ ４ は 円 筒
状 の 取 り 付 け 部 材 ６ ０ の 全 周 に 渡 っ て 設 け ら れ て お り 、 円 筒 体 ２ の 内 周 面 全 体 に 接 触 す る
。 さ ら に 、 こ れ ら 洗 浄 手 段 ３ ４ の 位 置 が ず れ な い よ う に 洗 浄 手 段 取 り 付 け パ イ プ ６ ２ の 下
側 に 挿 入 体 支 持 手 段 と し て の 支 持 ロ ー ラ ６ ４ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 支 持 ロ ー ラ ６ ４ に よ
っ て 、 洗 浄 手 段 ３ ４ の 軸 心 が 円 筒 体 ２ の 軸 線 か ら ず れ な い よ う に し て 、 ブ ラ シ ５ ４ や 前 記
エ ア ブ ロ ー ノ ズ ル ５ ０ か ら 噴 射 さ れ た エ ア ブ ロ ー の 円 筒 体 ２ の 内 面 に 対 す る 当 た り が 偏 ら
な い よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の 実 施 例 で は 、 円 筒 体 ２ の 内 面 を 洗 浄 す る 前 記 洗 浄 手 段 ３ ４ の 他 に 、 円 筒 体 ２ の 外 面
を 洗 浄 す る 外 面 洗 浄 手 段 ６ ８ が 設 け ら れ て い る （ 図 １ 参 照 ） 。 こ の 外 面 洗 浄 手 段 ６ ８ は 、
円 筒 体 ２ の 外 面 に 高 圧 水 を 噴 射 す る 外 洗 用 高 圧 ノ ズ ル ７ ０ と 外 面 用 エ ア ブ ロ ー ノ ズ ル ７ ２
を 備 え て お り 、 こ れ ら ノ ズ ル ７ ０ 、 ７ ２ が 往 復 駆 動 手 段 ７ ４ に よ っ て 円 筒 体 ２ の 外 面 に 沿
っ て 往 復 動 さ れ る 。 往 復 駆 動 手 段 ７ ４ は 、 サ ー ボ モ ー タ ７ ６ に よ っ て 回 転 さ れ る 駆 動 ス プ
ロ ケ ッ ト ７ ８ と 従 動 ス プ ロ ケ ッ ト ８ ０ と に 掛 け 回 さ れ た チ ェ ー ン ８ ２ を 備 え て お り 、 両 ノ
ズ ル ７ ０ 、 ７ ２ は こ の チ ェ ー ン ８ ２ に 取 り 付 け ら れ て 往 復 動 す る 。 こ の 実 施 例 で は 、 外 面
洗 浄 手 段 ６ ８ に は ブ ラ シ が 設 け ら れ て い な い の で 、 外 洗 用 高 圧 水 ノ ズ ル ７ ０ に は 高 圧 ポ ン
プ ８ ４ か ら 高 圧 の 洗 浄 水 が 送 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 前 記 構 成 の 円 筒 体 の 洗 浄 装 置 の 作 動 に つ い て 説 明 す る 。 先 ず 、 人 手 に よ り 洗 浄 室 ８ の 開
閉 部 ８ ａ を あ け て ２ 本 の 円 筒 体 ２ を セ ッ ト す る 。 円 筒 体 支 持 手 段 ４ の 円 筒 体 保 持 用 ギ ヤ １
６ に 形 成 さ れ て い る 円 筒 状 突 出 部 １ ６ ａ と 抑 え 部 材 １ ８ の 間 に 、 円 筒 体 ２ の 挿 入 体 ６ 側 の
先 端 を 挿 入 し 、 保 持 用 ギ ヤ １ ６ の 側 面 １ ６ ｂ に 当 て て 位 置 決 め す る 。 こ の 位 置 決 め し た 状
態 が 円 筒 体 ２ の 基 準 位 置 と な り 、 こ の 位 置 で 、 ス プ リ ン グ ２ ４ に 押 さ れ た 抑 え 部 材 １ ８ に
よ っ て 円 筒 体 ２ が 保 持 さ れ る 。 な お 、 円 筒 体 ２ を セ ッ ト す る 基 準 位 置 を 、 逆 の 端 部 側 （ 図
１ お よ び 図 ２ の 左 端 側 ） と す る こ と も 可 能 で あ る が 、 こ の よ う な 構 成 に す る と 、 短 い 円 筒
体 ２ を 洗 浄 す る 場 合 に 、 挿 入 体 ６ の 洗 浄 手 段 ３ ４ が 円 筒 体 ２ に 挿 入 さ れ る ま で に 無 駄 な 動
作 を 行 う こ と に な る の で 好 ま し く な い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 円 筒 体 ２ を セ ッ ト し 、 洗 浄 室 ８ の 開 閉 部 ８ ａ を 閉 め た 後 、 回 転 用 モ ー タ ２ ６ に よ っ て 駆
動 ギ ヤ ２ ８ を 回 転 さ せ 、 前 記 円 筒 体 保 持 用 ギ ヤ １ ６ を 回 転 さ せ る 。 こ の 保 持 用 ギ ヤ １ ６ は
前 記 突 出 部 １ ６ ａ と 逆 の 側 面 に リ ン グ １ ４ が 取 り 付 け ら れ 、 こ の リ ン グ １ ４ が ３ 箇 所 の 支
持 ロ ー ラ １ ２ に 支 持 さ れ て お り 、 円 筒 体 ２ は そ の 軸 線 が ず れ る こ と な く 回 転 す る 。
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【 ０ ０ ２ ４ 】
　 次 い で 、 ブ ラ シ 軸 往 復 動 用 の サ ー ボ モ ー タ ４ ０ を 駆 動 し て 、 チ ェ ー ン ３ ８ を 走 行 さ せ 、
こ の チ ェ ー ン ３ ８ に 連 結 さ れ て い る ブ ラ シ 軸 ３ ６ を 円 筒 体 ２ 方 向 へ 移 動 さ せ る 。 こ の ブ ラ
シ 軸 ３ ６ は 後 端 が チ ェ ー ン ３ ８ に 連 結 さ れ る と と も に 、 駆 動 ス プ ロ ケ ッ ト ４ ２ と 円 筒 体 支
持 手 段 ４ と の 間 に 配 置 さ れ た 支 持 ロ ー ラ ４ ８ に よ っ て 支 持 さ れ 、 し か も 、 洗 浄 手 段 ３ ４ が
円 筒 体 ２ に 挿 入 さ れ る と 、 洗 浄 手 段 ３ ４ の 支 持 ロ ー ラ ６ ４ に よ っ て 支 持 さ れ る の で 、 挿 入
体 ６ は 軸 線 が ず れ る こ と な く 円 筒 体 ２ の 内 部 に 挿 入 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 洗 浄 手 段 ３ ４ の 往 動 時 、 つ ま り 洗 浄 手 段 ３ ４ が 円 筒 体 ２ の 内 部 に 挿 入 さ れ て い く 際 に は
、 エ ア ブ ロ ー ノ ズ ル ５ ０ か ら の エ ア の 噴 射 は 停 止 し て お き 、 リ ン ス 用 液 ノ ズ ル ５ ２ か ら 液
体 を 噴 射 す る 。 こ の 液 ノ ズ ル ５ ２ か ら 円 筒 体 ２ の 内 面 に 噴 射 さ れ た 液 体 は 、 先 ず 、 円 筒 体
２ の 内 面 の 頂 部 に 当 た り 、 左 右 に 分 か れ て 円 筒 体 ２ の 内 面 を 流 れ 、 下 面 側 に 至 る の で 、 円
筒 体 ２ の 内 面 全 体 に 液 体 が 行 き 渡 る 。 前 進 し な が ら 液 体 を 吹 き 付 け て い る 液 ノ ズ ル ５ ２ の
後 方 に ブ ラ シ ５ ４ が 設 け ら れ て お り 、 円 筒 体 ２ の 濡 れ た 内 面 に 接 触 し て 洗 浄 す る 。 こ の 洗
浄 手 段 ３ ４ は 、 サ ー ボ モ ー タ ４ ０ に よ っ て 進 退 動 さ れ て 正 確 に 位 置 決 め さ れ る よ う に な っ
て お り 、 円 筒 体 ２ の 基 準 位 置 と 逆 側 の 端 部 に 到 達 す る と 停 止 し て 、 復 動 行 程 に 移 る 。 な お
、 最 も 長 い サ イ ズ の 円 筒 体 ２ を 洗 浄 す る 際 の 洗 浄 手 段 ３ ４ の 終 端 位 置 を 図 １ に 想 像 線 で 示
す 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 復 動 時 、 つ ま り 洗 浄 手 段 ３ ４ が 抜 け 出 す 方 向 に 移 動 す る 際 に は 、 前 記 リ ン ス 用 液 ノ ズ ル
５ ２ か ら 液 体 を 噴 射 す る と と も に 、 エ ア ブ ロ ー ノ ズ ル ５ ０ か ら エ ア も 噴 射 す る 。 こ の 復 動
時 に は 、 ブ ラ シ ５ ４ が 先 頭 に な っ て 円 筒 体 ２ の 内 面 を 洗 浄 す る と と も に 、 次 の リ ン ス 用 液
ノ ズ ル ５ ２ か ら 液 体 を 噴 射 し て 洗 浄 後 の 内 面 を す す ぎ 、 そ の 後 方 を 移 動 す る エ ア ブ ロ ー ノ
ズ ル ５ ０ か ら 噴 射 す る エ ア に よ っ て 水 切 り を 行 う 。 こ の よ う に 往 動 時 に は 、 回 転 し て い る
円 筒 体 ２ の 内 面 に リ ン ス 用 液 ノ ズ ル ５ ２ か ら 液 体 を 噴 射 し て 、 円 筒 体 ２ の 内 面 を ま ん べ ん
な く 濡 ら し 、 そ の 後 に 続 く ブ ラ シ ５ ４ に よ っ て 円 筒 体 ２ の 内 面 全 体 を 擦 る こ と に よ り 完 全
に 洗 浄 を 行 う こ と が で き る 。 ま た 、 復 動 時 に は 、 リ ン ス 用 液 ノ ズ ル ５ ２ か ら 液 体 を 噴 射 し
て 洗 浄 後 の 円 筒 体 ２ の 内 面 を リ ン ス し 、 そ の 後 か ら 移 動 す る エ ア ブ ロ ー ノ ズ ル ５ ０ に よ っ
て 水 切 り を 行 う の で 、 洗 浄 終 了 後 に 円 筒 体 ２ の 内 部 に 洗 浄 後 の 汚 物 や 水 が 残 る こ と な く 、
清 浄 な 状 態 に す る こ と が で き る 。 な お 、 円 筒 体 ２ の 回 転 角 度 と 挿 入 体 ６ の 移 動 速 度 は 、 円
筒 体 ２ の 内 面 に 洗 い 残 し が な い よ う に 計 算 さ れ て 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 前 記 洗 浄 手 段 ３ ４ に よ っ て 円 筒 体 ２ の 内 面 の 洗 浄 を 行 っ て い る 際 に 、 同 時 に 、 外 面 洗 浄
手 段 ６ ８ に よ っ て 円 筒 体 ２ の 外 面 の 洗 浄 も 行 う 。 外 面 洗 浄 手 段 ６ ８ は ブ ラ シ が 無 く 、 外 洗
用 高 圧 水 ノ ズ ル ７ ０ と 外 面 用 エ ア ブ ロ ー ノ ズ ル ７ ２ に よ っ て 洗 浄 を 行 う 。 こ の 外 面 洗 浄 手
段 ６ ８ で は 、 往 動 時 に は 外 洗 用 高 圧 水 ノ ズ ル ７ ０ を 作 動 さ せ て 、 高 圧 水 を 吹 き 付 け て 洗 浄
を 行 う 。 そ し て 、 復 動 時 に は 、 高 圧 水 を 吹 き 付 け て リ ン ス を 行 う と と も に 、 そ の 後 方 か ら
移 動 す る 外 面 用 エ ア ブ ロ ー ノ ズ ル ７ ２ に よ っ て 水 切 り を 行 う 。 な お 、 こ の 実 施 例 で は 、 両
端 の 開 放 し た 円 筒 体 ２ の 洗 浄 を 行 う 場 合 に つ い て 説 明 し た が 、 洗 浄 手 段 ３ ４ の 移 動 位 置 を
制 御 す る こ と に よ り 、 一 端 が 閉 塞 さ れ た 円 筒 体 の 洗 浄 を 行 う こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 前 記 実 施 例 で は 、 液 体 ノ ズ ル ５ ２ を 真 上 を 向 け て １ 個 だ け 設 け た が 、 １ 個 に 限 る も の で
は な く 、 放 射 状 に 複 数 設 け て 円 筒 体 ２ 内 面 の 全 周 を 洗 浄 す る よ う に し て も よ い 。 ま た 、 液
体 ノ ズ ル ５ ２ に 粉 粒 体 状 の メ デ ィ ア を 混 入 さ せ る よ う に し て も よ い 。 さ ら に 、 液 体 ノ ズ ル
５ ２ か ら 噴 射 す る 液 体 と し て 、 往 動 時 に は 洗 浄 剤 を 、 復 動 時 に は 水 を 用 い る よ う に し て も
よ い 。 ま た 、 洗 浄 手 段 ３ ４ を ２ 往 復 さ せ て 洗 浄 す る こ と も 可 能 で あ り 、 こ の 場 合 に は 、 ２
回 目 の 復 動 時 の み エ ア ブ ロ ー に よ る 水 切 り を 行 う よ う に す れ ば よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 に 係 る 円 筒 体 洗 浄 装 置 の 正 面 図 で あ る 。 （ 実 施 例 １ ）
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【 図 ２ 】 前 記 円 筒 体 洗 浄 装 置 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ の 左 側 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 円 筒 体 支 持 手 段 お よ び 回 転 手 段 の 要 部 を 拡 大 し て 示 す 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 挿 入 体 に 設 け ら れ て い る 洗 浄 手 段 を 拡 大 し て 示 す 縦 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 　 ２ 　 　 円 筒 体
　 　 ４ 　 　 円 筒 体 支 持 手 段
　 　 ６ 　 　 挿 入 体
　 １ ０ 　 　 回 転 手 段
　 ３ ４ 　 　 洗 浄 手 段
　 ４ ６ 　 　 往 復 駆 動 手 段
　 ５ ０ 　 　 気 体 ノ ズ ル （ エ ア ブ ロ ー ノ ズ ル ）
　 ５ ２ 　 　 液 体 ノ ズ ル （ リ ン ス 用 液 ノ ズ ル ）
　 ５ ４ 　 　 ブ ラ シ
　 ６ ４ 　 　 挿 入 体 支 持 手 段 （ 支 持 ロ ー ラ ）
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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